
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           も  り  の  さ  と  

学校だより令和６年度５月号  

5月１日（予備日 5 月２日） 遠足について 
 延期の場合のみ、朝 7 時までに連絡ツール tetoru 配信でお知らせします。  
延期または中止の時は、標準服・ランドセルで登校しましょう。  
２日間ともお弁当が必要です。 ※暑さが予想されるときは、水筒に加えて、ペ
ットボトルのお茶・水をリュックに入れるなど、水分を多めに持たせてください。 

 
５月１４日（火）の避難訓練は地震を想定して行います。  不安や心配なことがある
方は、連絡帳などで担任までお知らせください。  訓練には参加せずに保健室など
で過ごすこともできます。  

スクールフォーラムでおおまかにお伝えしまし

たが、今年度は以下のようにいたします。 
 

☆通知表・・・・担任から児童に渡します 
   １０月・３月の２回   
２回にすることで、学習の評価がより正確になります 

 

☆個人懇談   
学習の状況や生活の様子について、保護者の方と

担任との懇談を行います。 

４月（年度始め）・・・希望者 
７月（１学期末）・・・全保護者 
１０月（通知表時）・・・希望者 
１２月（２学期末）・・・全保護者 

大型連休中は、 
こんなことに気を付けましょう 

○事故防止  
・信号を守る、とび出ししないなど、 
交通ルールを守ること 
・自転車に乗る際はヘルメット着用 

   ・田植えの時期になるので増水した用
水には近づかないこと 

 
○安全 
・外出の際は外出先・帰宅時間を 
家の人に告げること 

   ・「いかのおすし」で不審者対策 

安全に過ごせるよう、ご家庭で、ぜひお話

ください！ 

 点数で測ることができない力に注目                     校長 寺西 陽一 

子どもたちに身につけさせていきたい力の中で、本校が注目しているのが「非認知能力」で

す。わたしたち大人世代はテストなどの点数で測ることができる知識や理解力を身につける教

育を受けてきました。それらは「認知能力」と呼ばれる力です。  

現在、社会を動かしている企業や組織は、人材に「認知能力」をさほど求めてはいません。

高い認知能力は ICT が担うからです。未来の社会が求めている力とは、 

意欲や意志、 見通しを持つ、 人と協力する力 →【非認知能力】 

身につけた知識や技能を活用し課題を解決する力→【高次の創造力】 

であると言われています。これらの力は自己成長やチームワークの向上につながりますし、非

認知能力を持つ人材はリーダーシップや問題解決能力を発揮し、持続可能な成功を導くこと

ができるとのことです。 

杜の里小学校は「主体的に学び、自律へ歩む」という道筋を示しながら、未来の社会の創り

手となる「いきいき杜の里の子」を育んでいきたいと考えています。そのために、「自分はどう

思うか」「自分はどうしたいか」を問いかけ、「自分とみんな」のためになる価値や最適解を創

り出していく学びを目指して、実践していきます。  

  


